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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
イ
ラ
ク
戦
争
と
我
が
国
の
外
交
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

今
般
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
米
国
」
と
い
う
。
）
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
共
和
国
（
以
下
「
イ
ラ
ク
」
と
い
う
。
）
に

対
す
る
武
力
行
使
は
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
回
復
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
武
力
行
使
を
認
め
る
国
際
連
合
憲
章

（
以
下
「
国
連
憲
章
」
と
い
う
。
）
第
七
章
の
下
で
採
択
さ
れ
た
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
（
以
下
「
安
保
理
」
と
い

う
。
）
の
決
議
第
六
百
七
十
八
号
、
第
六
百
八
十
七
号
及
び
第
千
四
百
四
十
一
号
を
含
む
関
連
す
る
決
議
に
合
致
し
、
国
連

憲
章
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
国
際
法
上
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

内
閣
と
し
て
は
、
平
成
十
五
年
三
月
二
十
日
に
内
閣
総
理
大
臣
談
話
を
閣
議
決
定
し
、
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対
す
る

武
力
行
使
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
。
お
尋
ね
の
「
国
家
利
益
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
言

及
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
の
防
止
に
よ
る
平
和
と
安
全
の
維
持
等
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
演
説
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
二
月
十
七
日
に
外
務
省
本
省
に
お
い
て
和
文
原
稿
を
起
案
し
、
同
月
十
八
日

一



に
外
務
大
臣
の
決
裁
を
得
た
。
同
日
に
、
外
務
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
同
演
説
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
了
承

を
得
た
。
な
お
、
お
尋
ね
の
「
同
演
説
は
内
閣
に
対
し
て
事
前
に
報
告
な
い
し
承
認
を
さ
れ
て
い
る
の
か
」
の
意
味
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
演
説
が
閣
議
報
告
、
閣
議
了
解
等
の
手
続
を
経
た
か
否
か
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
同
演
説
に

つ
い
て
そ
の
よ
う
な
手
続
は
経
て
い
な
い
。

同
日
、
外
務
大
臣
か
ら
国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部
（
以
下
「
国
連
代
表
部
」
と
い
う
。
）
特
命
全
権
大
使
あ
て
に
、
同

和
文
原
稿
の
と
お
り
演
説
を
行
う
よ
う
訓
令
を
発
出
し
、
同
和
文
原
稿
に
基
づ
き
国
連
代
表
部
に
お
い
て
英
文
原
稿
が
作
成

さ
れ
た
。
同
日
の
実
際
の
演
説
は
同
英
文
原
稿
に
基
づ
い
て
英
語
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
は
、
同
和
文
原
稿
を
「
仮
訳
」
と
し
、
同
英
文
原
稿
を
「
英
語
版
」
と
し
て
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
同
演
説
の
正
文
に
つ
い
て
、
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
で
あ
れ
ば
、
当
該
国
際
約
束
を
解
釈
す
る
上
で
権
威
を

有
す
る
正
文
を
確
定
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
国
際
連
合
に
お
け
る
演
説
に
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
正

文
は
存
在
し
な
い
。

五
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

安
保
理
決
議
の
有
権
的
解
釈
を
行
う
の
は
安
保
理
で
あ
る
。
安
保
理
が
安
保
理
決
議
の
有
権
的
解
釈
を
提
示
す
る
た
め
に

二



特
に
定
め
ら
れ
た
手
続
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
安
保
理
決
議
の
解
釈
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合

は
、
必
要
に
応
じ
、
安
保
理
で
討
議
を
行
い
、
新
た
な
決
議
の
採
択
又
は
安
保
理
議
長
声
明
の
発
表
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ

と
も
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
イ
ラ
ク
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
決
定
し
た
安
保
理
の
決
議
第
六
百
六
十
一
号

の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
イ
ラ
ク
に
食
料
又
は
医
療
品
を
送
る
こ
と
が
可
能
な
具
体
的
な
場
合
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
た
際
、
安

保
理
の
決
議
第
六
百
六
十
六
号
の
採
択
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
他
方
、
今
回
の
イ
ラ
ク
に

対
す
る
武
力
行
使
に
関
す
る
米
国
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
（
以
下
「
英
国
」
と
い
う
。
）

等
に
よ
る
安
保
理
決
議
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
国
が
そ
の
解
釈
を
正
当
な
も
の
と
し
て
判
断
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で

異
な
る
内
容
の
新
た
な
決
議
の
採
択
又
は
安
保
理
議
長
声
明
の
発
表
が
な
さ
れ
て
も
い
な
い
こ
と
か
ら
、我
が
国
と
し
て
も
、

米
国
、
英
国
等
の
解
釈
は
正
当
な
も
の
と
考
え
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
我
が
国
を
含
む
多
く
の
国
も
か
か
る
判
断
を
正
当
な
も
の
と
し
て
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
を
支
持
し
て

い
る
」
と
の
記
述
は
、
米
国
大
統
領
府
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ア
ル
バ
ニ
ア
共
和
国
、
ア
ン
ゴ
ラ
共
和
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
連
邦
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
、
コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
、
チ
ェ
コ

三



共
和
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
、
エ
リ
ト
リ
ア
国
、
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
、

エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
、
グ
ル
ジ
ア
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
、

イ
タ
リ
ア
共
和
国
、
日
本
国
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
、
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
共
和
国
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
モ
ン
ゴ
ル
国
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国
、

パ
ラ
オ
共
和
国
、
パ
ナ
マ
共
和
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
、
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
大
韓
民
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
ト
ン
ガ

王
国
、
ト
ル
コ
共
和
国
、
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
英
国
、
米
国
及
び
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
計
四
十
九
か

国
を
安
保
理
の
関
連
す
る
決
議
に
基
づ
き
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
を
武
装
解
除
す
る
た
め
の
連
合
に
参
加
す
る
国
と
し
て

発
表
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
お
尋
ね
の
「
支
持
が
表
明
さ
れ
た
時
期
と
場
所
」
に
関
し
て
は
、
各
国
の
支
持
の
形
態
が
多
種
多
様
に
わ
た
り
、

当
事
者
間
で
な
い
と
知
り
得
な
い
要
素
を
含
む
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四


